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（様式第４号） 第 13回丸子地域協議会 会議概要

１ 審議会名 丸子地域協議会

２ 日 時 平成 27年 3月 19 日（木） 午後 1時 30分から午後 15時 45 分頃まで

３ 会 場 丸子地域自治センター ４階 講堂

４ 出 席 者 斎藤重一郎会長、丸山かず子副会長、池田佐代子委員、今井利樹委員、

内田弘子委員、小澤厚委員、工藤裕子委員、久保田和英委員、後藤有希委員、

佐藤重喜委員、清水三枝委員、下村晴一委員、関本吉人委員、塚越洋子委員、

宮崎涼委員、宮下正明委員、吉池美智恵委員、山岸嘉幸委員

【欠席委員 2名】

５ 市側出席者 片山丸子地域自治センター長、芹澤丸子地域自治センター次長兼地域振興課長、

北沢丸子地域教育事務所長兼地域政策課政策幹、清水市民生活課長、

高野健康福祉課長、芦田建設課長、丸山産業観光課長、滝沢上下水道課長、

矢島丸子学校給食センター所長、

(事務局)翠川地域政策担当係長、清水統括主査、中山主査、竹花主査

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 2人 記者 1人

８ 会議概要作成年月日 平成 27年 3月 26 日

協 議 事 項 等

１ 開 会（芹澤センター次長）

2  会長あいさつ

3 平成 27年度わがまち魅力アップ応援事業（第１回募集分）選考審査

※会長・副会長も審査員となるため席を移動

（１）応募団体による事業説明 3団体 説明 10 分 質疑応答 5分

①中丸子自治会下組分会 事業名：ベルシティ地域交流（りんご祭り）事業

「まるこベルシティまつり」と「りんご祭り」を合同開催することにより、伝統行事を継承発展し、

参加と交流を通じて地域への愛着と地域発展を期待する。「故郷のまつり」。

・プレゼンテーション後の主な質問・意見

（委員）お祭りをまとめてにぎやかに実施することはよいと思う。ただ、ベルシティまつりはベル

シティで行う。りんご祭りも同じ場所でやるのか。

（説明者）ベルシティまつりは丸子中央病院を中心に行う。道を隔てた向い側の小さなお堂で、毎

年りんご祭りを行っていました。ベルシティと一体となったお祭りの中で、併せてやって行きた

い。

（委員）上丸子商店街との協働もあるとの事ですが、丸子地域全体に広げていくことについてはど

のように考えているか。

（説明者）商工会、トットコ会などもベルシティまつりに大きく関わって頂いている。将来、丸子

ドドンコと双璧になるような祭りにしたい。

（委員）資料の最後のページを見ると、お祭りが主なのか、整備が主なのか、ちょっとわからない。

（説明者）ベルシティまつりとりんご祭りを事業主体にして、新たな交流をしていく。周辺整備も

もちろん必要となるが、一体という中でご理解いただきたい。

②信州じゃ～麺研究委員会 事業名：新グルメ（信州じゃ～麺）で地域活性化事業

地元食材を使用して生み出された新グルメ（信州じゃ～麺）を市内外に発信することにより、地

域の誘客を促進する。

・プレゼンテーション後の主な質問・意見

（委員）イベント等で販売した利益はどのように使われるか。

（説明者）先ずは貯めておき、あとは材料費。1年目は会員の増員を目指す。5年経った時点で自立

できるようにしたい。

（委員）商工会からの助成金等はあるのか。

（関係委員）商工会からの金銭的補助は無い。商工会事務局の人的補助は行っている。共通の基本
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食材を用い、あとは個々の店で特色を出していく。

（委員）補助期間の 5年が終わると、事業が終わってしまうというケースが多い。そういうことの

無いように頑張ってもらいたい。

（説明者）5 年をかけて会員を増強していきたい。イベントの増強、そして出来ればレトルトの商

品化も考えたい。長期に継続できるよう頑張りたい。

③ふれあい広場の会 事業名：ふれあい広場づくり事業

老人と子どもが憩い、交流し、学習できる広場の整備。

（委員）補助期間終了の 5年後、どこが責任を持ってここを管理していくのか。

（説明者）20 名の会員の多くはあて職。継続性の観点から、しっかりと引継ぎを行っていく。また、

公民館においてソフト部門の企画を行う。ソフト事業は継続性をもって行っていく。中丸子やま

びこ会などの事業にも活用していく。

（説明者）学校としても管理が出来る。工業科目には、建設、土木、造園がある。建築では東屋の

整備が出来るし、土木ではステージ部分などのコンクリート部分の整備が出来る。造園について

は、植木の手入れ、草むしり、花壇の手入れが出来る。地域と一緒に続けていく。

（委員）芝生部分の境に御影石の予定であるが、防災の利用目的にはつまずいて危ないのではない

か。

（説明者）これがないと瓦チップが芝生域へ入ってしまう。それほど心配は無いと思う。

（３）選考審査【非公開】

※報道関係者及び傍聴人は非公開のため録音を停止し、退席

※非公開につき会議の記録を省略

（２）継続事業分審査結果【非公開】 ※次第順変更

協議会再開：報告事項の開始時刻 15:15 頃 ～ （報道関係者・傍聴人の再入場許可）

再入場者なし

4  協議事項

（１）第二次上田市総合計画「地域の特性とまちづくりの方向性」について

・素案シートの最終確認を行った。

・3月 27日、9つの地域協議会から市へ一括答申。

・質疑・応答なし

5  報告事項

（１）分科会及び研究会での検討状況について

（ア）丸子地域の子育て支援に関する分科会

・設置した御意見箱は毎月協議会前に開いて、投書の意見を検討していく。

・更正保護女性会と女団連との懇談会を行う。

・ボランティア連絡会との連携の可能性を確認。

（イ）公共交通に関する分科会

・まりんこ号のラッピングお披露目式の対応を検討。

・3月 25日（水）午前 7時 50 分～ 丸子地域自治センター玄関前にて。

（ウ）市民活動団体交流会実行委員会

・2点の報告。魅力アップ応援事業の補助制度について。200 万円の限度の補助金を 5年を越えて長

期に利用できないかという意見。これについて、地域協議会として意見書の可否を検討（正副会

長預け）。

・2つ目は、連携のための準備会について。ネットワークづくりによる新たな事業の創出を期待。

行政及び地域協議会としては主体として行動しない。発起人の成澤氏の発信を待って、意見交換

や助言を。

・（副会長）魅力アップ応援事業の制度に関する意見は、改めての検討とする。

6 その他

（１）丸子まちづくり会議準備会の設置について
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・まりんこ号ラッピングお披露目式の対応を検討。

・3月 25 日（水）午前 7時 50 分から 丸子地域自治センター玄関前にて。

（２）次回以降の協議会日程について

第１回 ４月 28日(火) 午後 1時 30 分 丸子地域自治センター4階講堂

（３）その他

（ア）丸子地域まちづくり会議準備会設立会議

3月 20 日（金） 午後 5時 30 分 丸子文化会館

（イ）まちづくり懇談会

3月 20 日（金） 午後 7時 丸子文化会館小ホール

（ウ）まりんこ号出発式

3月 25 日（水） 午前 7時 50 分 丸子地域自治センター庁舎前

（エ）丸子地域協議会送別会兼懇親会

3月 24 日（火） 午後 6時から

7  閉会 （15:45終了）

＊本日の分科会の開催 丸子地域の子育て支援に関する分科会 第 2会議室 15:50-16:40 頃

新しい観光分科会 第 3会議室 15:50-16:50 頃

公共交通に関する分科会 第 4会議室 15:50-


